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2012年3月改訂（記載要領変更に伴う改訂）
＊：記載部分も同時に改訂

1.次の人は服用前に医師、薬剤師又は登録販売者に相談してください

2.服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、
直ちに服用を中止し、この文書を持って医師、薬剤師又は登録販
売者に相談してください

3.1週間位服用しても症状がよくならない場合は服用を中止し、この
文書を持って医師、薬剤師又は登録販売者に相談してください
4.長期連用する場合には、医師、薬剤師又は登録販売者に相談して
ください

など

皮　　　膚

手足のだるさ、しびれ、つっぱり感や
こわばりに加えて、脱力感、筋肉痛が
あらわれ、徐々に強くなる。

偽アルドステロン症、
ミオパチー

体力中等度以下で、腹部膨満感のあるものの次の
諸症：しぶり腹、腹痛、下痢、便秘
（注）「しぶり腹」とは、残便感があり、くり返し腹痛を伴

う便意を催すものを指します。

＊

芍



TS02-U

芍


